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一部の福祉用具に係る
貸与と購入の選択制が開始しました
〜令和６年度介護保険制度改正より〜

社会福祉士　佐藤　綾香　です

　介護保険制度には、病気などの心身機能の低下をきっかけに要支援・要介護認定を受けた方に対
し、自立の促進・負担軽減を目的に、本人の身体状況の変化に応じて必要な福祉用具を貸与・購入す
るサービス（福祉用具貸与・特定福祉用具購入）があります。今年度は３年に１回の介護保険制度の
改正があり、サービス内容にも見直しが行われましたので、紹介していきます。

　�　福祉用具は原則貸与を基本とし、衛生上の問題から貸与に適さないものは、購入となっていまし
たが、今回の改正では、利用者などの意思に基づき、費用負担軽減の観点から、下記の福祉用具
（一部制限あり）については、貸与または購入を選択できるようになりました。
　�　これまで、下記に該当する福祉用具を貸与していた方も購入に切り替えることが可能となってい
ます。

　�　購入ができる福祉用具の幅は
広がりましたが、それぞれにメ
リットとデメリットがあります。
　�　ご自身に合った方法を�
検討する際に、右の表を�
ご参考にしてください。

　福祉用具は本人の特性や心身状況に適応したものが選定されます。利用および貸与から購入への変
更を行う際は、ルールや制約、要介護認定などの手続きがあります。お困りの際は、地域包括支援セ
ンターまたは担当のケアマネジャーまでご相談ください。

※�購入後のメンテナンスなどにかかる費用については、利用
者と福祉用具事業所の個別契約に基づき、決定されます。

・�主に敷居の小さい段差の解
消に使用し、持ち運びを要
しないもの
※�持ち運びできる可搬型は除
く

・�脚部がすべて杖先ゴムなど
の形状となる固定型または
交互式歩行器
※�車輪、キャスターがついて
いる歩行車は除く

・�カナディアンクラッチ、ロ
フストランドクラッチ、プ
ラットホームクラッチ、多
点つえ

※Ｔ字つえ、松葉づえは除く

◎一部の福祉用具に貸与（借りる）と購入が選べるようになりました！

　【選択が可能となった福祉用具】 年間の購入可能な上限が10万円で、１割～３割が自己負担です。※申請が必要です。

◎それぞれの
メリット・デメリット

◎困ったときは…

問い合わせ先　地域包括支援センター　☎０１３９－５５－４４６０

こころの
健康相談

◇日　　時　７月１９日㈮　１４時〜１５時　 ◇場　所　北海道江差保健所
◇申込受付　実施日の前週金曜日午前中まで　 ◇相談料　無料
◇問合せ先　江差保健所　☎0139-52-1053

スロープ 歩行器 歩行補助つえ

○○ ×× ○○ ×× ○○ ××

メリット デメリット

貸与
・�短期利用となる場合は、
費用の負担が少ない

・交換や返還ができる

・�長期利用となる場合は、
費用の負担が大きい

購入
・�長期利用が見込まれる場
合は、費用の負担を抑え
ることができる

・交換や返還ができない


